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第 5 章では、液品を線欠陥として用いた空気孔から成る二次元三角格子フォトニック結晶の Y型導波路における光
伝搬のチューナピリティーを理論的に検討し、 Y型導波路における光伝搬の方向を制御することができることを示し
ている。
第 6 章では、液晶の面欠陥を持った二次元フォトニック結晶における電磁波の TE、 TM モードの結合を理論的に


































(5) 液晶の面欠陥を持った二次元フォトニック結晶における電磁波の TE、 TM モードの結合を理論的に検討し、TE、
TM モードの強い結合は電磁波の群速度がゼロになる周波数、特に TM モードにおけるこつの面欠陥モードで生じる
ことを明らかにしている。
(6) 銅酸化物高温超伝導体からなる二次元フォトニック結品において、温度や磁界によりフォトニックバンドギャッ
プは増加し、ミッドギャップは減少すること、それらの性質は London 侵入長の温度、磁界依存性によるものである
ことを理論的に明らかにしている。
(7) 弾性体中の二次元フォトニック結晶において、外部振動によりフォトニックバンド構造は大きく変化し、バンド
ギャップは周期的に開閉することを理論的に明らかにしている。
(8) 温度に依存する半導体から成る二次元フォトニック結晶の Y型導波路における電磁波伝搬を理論的に検討し、プ
ラズマ周波数付近の光に対する半導体の屈折率が温度により変化するので、光伝搬の方向を制御することができるこ
とを明らかにしている。
(9) 二次元正方格子減速材周期構造においては減衰定数に熱中性子拡散が生じない拡散バンドギャップが現われる
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ことを理論的に見いだしている。
以上のように本論文は様々なタイプのチューナブ、ルフォトニック結晶が可能で、あること、フォトニック結晶の概念
と手法を多様な対象に適用できることを理論的に見いだしており、電子工学に寄与するところ大である。よって、本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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